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株式会社オリエンタルコンサルタンツ 
代表取締役社長 野崎 秀則 

 
「2018 年度ウッドデザイン賞」を受賞 
リバーポートパーク美濃加茂 ビジターハウス 

 
 

株式会社オリエンタルコンサルタンツ（東京都渋谷区、代表取締役社長：野崎秀則）がデザインを担当した、リ

バーポートパーク美濃加茂 ビジターハウスが、このたび 2018 年度ウッドデザイン賞のライフスタイルデザイン

部門を受賞いたしました。 

 

リバーポートパーク美濃加茂は、美濃加茂市が木曽川の河畔沿いと市街地とを結びつけた、かわまちづくり事業

として、木曽川の利活用を検討して、かわとまちを結びつけ、回遊性を良くして地域の発展を目指したものです。

その公園内に整備されたビジターハウスは、周辺の豊かな環境と調和する大屋根や折り重なった屋根が特徴の木造

建築であり、１Fには主にカフェやBBQの受付が、２Fには様々な利活用が可能な体験学習スペースの機能が配置さ

れています。 

弊社は、事業計画から設計、現場監理までを担当し、2018 年 10 月には公園及び建築がグッドデザイン賞も受賞

しました。 

 

弊社では、今回の受賞を契機に、今後も地域の歴史・文化を融合した観光振興・地域振興に資する良質な公共空

間のデザインの提供を目指し、国内外で社会に貢献できる、様々な事業展開を積極的に進めていく方針です。 

 

 

「ウッドデザイン賞 2018 」受賞作品展示 

■日時 :2018 年12 月6（木）～8日（土） 10 :00 ～17 :00 
■場所 :「東京ビックサイト 」エコプロ 2018 「森林からはじまるエコライフ展 」内 「ウッドデザイン賞 2018 」

ブース 
http://www.green.or.jp/news/wood_design_2018_exhibition/ 

 

 

ウッドデザイン賞とは 

ウッドデザイン賞は、木の良さや価値を再発見させる製品や取組について、特に優

れたものを消費者目線で評価し、表彰する新しい顕彰制度です。 

これによって“木のある豊かな暮らし”が普及・発展し、日々の生活や社会が彩ら

れ、木材利用が進むことを目的としています。 

ウッドデザイン賞は林野庁補助事業であり、運営事務局は特定非営利活動法人活木

活木（いきいき）森ネットワーク、公益社団法人国土緑化推進機構、株式会社ユニバ

ーサルデザイン総合研究所から構成されています。 

https://www.wooddesign.jp/about/ 
 
※写真データを用意しています。下記お問い合わせ先までご請求ください。 

＜本資料に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

TEL: 03-6311-7551 FAX: 03-6311-8011 
URL： https://www.oriconsul.com/ 
統括本部 宮内、内藤 

http://www.green.or.jp/news/wood_design_2018_exhibition/
https://www.wooddesign.jp/about/
https://www.oriconsul.com/


□ 受賞対象名：リバーポートパーク美濃加茂 ビジターハウス 

□ 受賞団体名：庄野健太郎建築設計事務所（東京）、株式会社オリエンタルコンサルタンツ(東京)、株式会社

MID研究所(東京)、長谷川設備計画(東京)、美濃加茂市(岐阜)、中之島公園利活用共同体（岐

阜） 

□ 概要：リバーポートパーク（正式名称・中之島公園）は岐阜県美濃加茂市の公園改修事業です。公園内外

には既存林、芝生広場、木曽川といった様々なアクティビティが可能な資源があり、「地球と遊べる

「まち」」美濃加茂を代表するポテンシャルがありました。市民もアクティビティの運営や参加に積

極的であったため、川遊びやＢＢＱ、プレーパークなどのプログラムを共に考え、それらを繋げるよ

うに公園及び建築をデザインし、「人と人、人と自然が交わる多世代・多文化交流拠点」としました。

現在は指定管理者の運営が行われ、新たな市民の憩いやまちめぐりの拠点として市外からも多くの利

用者がある等、美濃加茂の新たな「湊」として活用されています。 
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リバーポートパーク美濃加茂 全景 

ビジターハウス 


